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II. 研究ノート
ソビエト学校経営論の最近の動向
一目標による管理jを中心に一
筑波大学小島弘道
1.はじめに
本橋は， A. A・オルロフの論文「学校の自標管理の方法」を中心に 7 ソヒーェトにおける学校経
営論の最近の動向を明らかにすることを呂的としている。したがって?最近の学校経営論の動向を
全体として明らかにし?それを考察するものではない。!一目標による管理」という，きわめて限ら
れた最近の考え方を素材にしながら，それを手がかりに学校経営論のひとつの側面〉流れを見てい
こうとするわけである。実際の作業としては，オノレロフの論文の紹介とそれに対する若干の考察が
中Jむとなるものである。
ところで， オルロフは， トノレストイ名称トウラ国立教育大学(ロシア共和国にあり，モスクワ南
方およそ 150Kmのところに所在〉の教育学助教授(1982年現在〉であるO ここ数年の論文では，こ
こで紹介するもの以外に「管理の対象としての学校の教授活動J( Wソビエト教育学j)1978年11月
号)， I学校経営を改善するためにートウラ教育大学の経験一一 J( W国民教育j)1981年 9月号)， 
「校長の経営活動における国難さの研究J( W教育科学における新しし、研究j)198存第 2号)， 
「教育過程の経営に向けての教師の養成についてJ( rソビエト教育学j)1982年 4月号)， r校
長の経営活動における思難さに関する研究経験J(1司誌198海 10月号)， I教育活動計画の改善j
( r国民教育j)1982年10月号，共同執筆入などがあるO
ここに掲げた論文の表題によってわかることであるが，オノレロフは，教育課程の経営を中心に学
校経営を研究してきているO 本稿で紹介する「学校の目標管理jも， こうした研究関心の延長上に
書かれたものであるが，さらに， r目標による管理jを学校経営の研究方法と実践的方策を考える
ための中心軸に置こうとするもので，彼自身の研究の展開において新たな飛躍を屈するものだとい
ってよし、。ソ連邦教育科学アカデミー総裁， コンダコブは，著『学校経営の基礎理論j)(1982年〉
のなかで，オノレロフを社会主義社会の一般管理論にもとづいて校内管理運営の諸問題を研究してい
る者の一人として評価している(157頁〉。
論文掲載誌は『教育科学における新しい研究j]( 1983年第 2号〉で， ソ連邦教育科学アカデミー
の編集になるO 出版社は「教育学出版j。教育科学アカデミーは，①教育学の理論と歴史，②教授
学と教科教育学，①職業教育の教育学と心理学，④心理学と年齢生理学，の四つの部門からなるO
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また，教育科学アカデミーは， ~ソビエト教育学J] (月干Ij)， ~心理学の諸問題J] (向)， ~心身
障害教育学J](同〉を出している O これらは， ソビエトにおいてはもちろん，わが国でも高い評価
を得ている専門誌であり，関係分野の研究者にとって必ず目をとおしておくことが求められている
書であるO これに対して， IJ教育科学における新しい研究Jは， IJ心理学における新しい研究』な
どとともに，年に 2@発行されており，文字通り?その時々の新しい研究に関する論文が載ってお
り，研究の新しい動向を知るうえで不可欠な刊行物であり，かつひじように権威のあるものだとい
えるO
2.論文の概要
(1 ) 掲載論文のほとんどは短く，本論文も例外ではない。
まず，筆者は，現在，校長の多くが学校における経営と教育の目標を設定するにあたり因ってい
る状況がみられ，学校経営，教員団体，生徒自治組織それぞれの活動目標をはっきりと区別できな
いでいること， !ヨ擦をアウトプットや明確に定められた活動として認識しないで，抽象性の高いも
のにしていること，そして，このために，教師，生徒そして学校全体の教育活動の効果と質を適時
に，かつ正確に評価する際に依存する客観的な指擦をつくりえないでいる様子を指摘している O
I !j標による管理jの方法を学校の経営実践に導入する意義は，以上のような状況を打開するこ
とにあるという。
それでは， r目標による管理jの目的とは何か。
それは，アウトプットの観点から経営活動と教育活動を検討し?さらに評価することであるO そ
の手続きはこうである。つまり 9 ①活動目標の設定と目標の体系化，②これらの呂標を実現するた
めの総合プログラムの作成，③目標達成のための常置および臨時の特別な組織の設置，であるO
活動目標を設定するためには，教育の過程，教職員，生徒定員，学校の物的 e技術的な条件の様
子をあらかじめ診断することが必要で，これは，校長の指導にもとづいて，副校長，生活指導担当
などが，教員団体，生徒の自治組織，父母国体(いずれも学校単位)の指導者と協力して行なう。
学校公文書を分析し，教師，生徒，父母と対話し，また観察，アンケートなどの方法を利用しなが
ら，指導者は学校とそこでの重要な問題についての情報を得る。
学校の状態は，①教育の過程，②経営の二つの側面において診断されるO
まず，教育過程の状態の診断においては，次のことが明らかにされる。
① 生徒の行動の水準(主な指標は，学習と社会生活における生徒の積極性〉
② 主体的な労働活動と自覚的な職業選択に対する準備の程度(主な指標は，卒業後 5""""10年にお
ける生活選択の結果〉
① 生徒の学力および学習の合理的な能力，習慣のレベノレ
③ 教育過程の時間編成
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(補習，宿題，選択学習，教科サークノレ活動， 自習に費す時間〉。労働の協力，分業による教
師の労働時間の合理化
⑤ 教師と生徒が費す時間とエネルギーを少なくする条件としての教育過程の物的，技術的な整備
⑤ 学校と社会との連携(社会の学校への協力と同時に，学校の社会への協力〉
他方，学校の経営状態の診断においては，次のことからが明らかにされるO
① 校内の経営組織の機構と機能
② 学校の指導者(校長，副校長など〉の資質レベル
③ 彼らの経営活動のスタイノレと方法
④ 学校活動計画の質
⑤ 学校行政の組織活動の水準
⑤ 教師，学級担任，教員団体の指導者，生徒の自治機関などに対する助言の質
⑦校内での情報システムの明確さ
③ 校内コントローノレの質
③ 集団における心理的状態
⑮ 国民教育部，国家的管理の上級機関，他校，職業技術学校，学校後援組織〈シェフ〉などとの
相互関係
(2) 教育と経営の状態を診断し終ったら，学校活動の全体目標とサブ自擦が設定される(5ヶ年，
1年，半年，学期それぞれにわたる計画)，その自標は，共産主義教育というグローパノレなものか
ら，生徒一人ひとりの悟性に応じた教青という，かなり具体的なものにわたるO
学校活動目標は，社会システムにおいて目標を設定する!祭の一般原則のうち，いくつかの原射に
もとづいて設定されるO すなわち，
① まず， システム全体の自標が設定され，次いでそれがサブシステムの目標として細分化される O
② 最高レベルの目標(人格の全面的，調和的発達〉は，そのままでは達成されず，調1l分化した!ヨ
標を媒介として達成されるO
③ 目標の細分化は，具体的な教育言語として翻訳されるO
④ 学校経営の各システムにおいて， 目標は作りかえられ，再構成される。
③ 学校を構成する各組織が，全体の基準を目ざして自身の呂標を実現するならば， 目標の全体は，
最も効果的に達成される。このことによって，学校としづ複合的な有機体の機能が円滑に発揮さ
れる。
ところで，これまで，学校活動の目標を細分化する実践には，本質的な欠陥があった。その主な
ものは，①あまりにも一般的な毘標の設定(自主的な思考の開発，道徳教育の改善，学び方の学習
など)，②学校活動の欠陥とその原因の分析と，当面の活動において達成すべき目標とのあいだに，
論理的な関連がないこと，であるO 本来，学校の目標は，生徒の知識，能力，習熟および人格にと
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って具体的で，かつ詳しいものでなければならず，またその目標は学校の要求から生まれ，教師と
生徒の集団の力量に応じたものでなければならないものであるO
トウリ市の学校での実験をとおして，目標を具体化するにあたり最も効果的であるのは，目標樹
形図(目標関係図〉を作成するとしづ方法だと指捕する O その核心は，主要な自擦を部分目標に分
解することにあるのであるが，要するに，全体目標を上位目標として，それを活動のレベルと場面
において中位，下位レベノレの目標として翻訳し，さらに， これらの目標間の関係を示したものであ
る。
学校活動の !~l 擦を設定した後は， これらを実現するためのプログラムをデザインし，作成するこ
とである。このプログラムは，学校の教育活動プランとしづ形をとる。 r目標による管理Jという
方法は，このプランの構成と内容を変えてしまう。というのは，教育活動計画のすべての側面，要
素は具体的な呂擦を達成するために向けられていなければならないからである。教育活動プランの
なかには，①最終的な目標とそれを達成するための評価基準はどのようなものであるか，②誰が，
どのように， どのような期間で課題を遂行するのか，③自擦を達成するためにどのような方策が必
要であるか，そしてこの方策を求めている部分はどこであるか，④得られた結果を誰が，どこで，
し、つ，どのようにして活用するか，が示されていなければならなし、。
設定された自標を達成するための管盟組織を作ることは， r目標による管理Jにとって，計画化
以上に重要になるO その|祭，重要なごとは9 各管理組織に固有な義務を定めることであるO すなわ
ち，①最も中心的な学校自擦を実現するにあたり，どのような機能が校長，副校長，党組織書記，
教育協議会などにゆだねられるのか，②一定の機能(計画，活動の組織，指示，点検，総括〉を行
なうための活動の範囲はどの程度か，③学校の内部にはどんな連携があるのか，④学校の外では，
どのように結びついているか，また結、び、ついていなければならないか，⑤それぞれの職務を行なう
ために，どんな情報がなければならないか，また誰になければならないか，③情報入手の方法はど
ういうものか， ということであるO
目標達成の質を示すにあたり，以上のように校内管理組織の活動を系統化すれば，次のことがら
を知]ることヵ:で、きるO
① 学校指導者もしくは管埋組織の援助が必要な部門はどこであり，また，それはどのような援助
を必嬰としているか。
② 学校経営組織における内部的結びつきと外部との結びつきにおける欠陥，学校の教育活動毘標
を設定し，学校指導者の基本的な課題を決めるl祭の欠陥
③ 見おとした失敗と誤りを訂正する方法
最後に， 呂擦管理に関する研究は，今はじまったばかりで，解決しなければならない課題も多い
と指摘しているO それは，学校における目標樹形図を作る方法であ仏教育活動計画のシステムづ
くりであるという。
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3. r自標による管理jの背景にあるもの
以上，オノレロフの論文の中身をかなり詳しく紹介してきた。
ソビ、エトにあって，教育の目標は単一であり，その呂標は教科プラン(教科と学年ごとに年間の
授業時数の基準を定めたもの)，教授要呂(教科ごとの教育内容の基準を定めたもの)，教科書，指
導書，副教材・副読本などのなかに展開されており，教師はこれらを基準として，もしくはこれら
を使って実際の指導をしているO その際，学校の経営において最も重要なことは，教育の国家的自
擦を学校の具体的条件のなかで，それをどのように実現していくかということであり，いわば教育
課程の経営を軸にした学校活動の計画をどう図仏それをどのように実施していくかということで
あるO 教育課程の経営に焦点づけながら，学校活動を自標達成に向けて計画，実施する機能として
学校経営を理解する。これこそソビ、エト学校経営の核心である O しかし，実際の竿技経営におし、て
は，このことが必ずしもうまくいっているというわけではなし、。しばしば，その問題が指摘されて
いるO また，社会の発展に学校が対応しきれていない状況がし、われたりもするO 経営方法を改善し
たり，新しい経営方法を開発，導入することはこうした状況を克服するために効果的で、あるO
オルロフにあって，学校経営を改善するために「目標による管理Jの導入を提唱しなければなら
なかったのは，学校活動を計画化するにあたり， 目標設定がうまくいっていないことや，計画され
た学校活動を評価する際に，評価基準たる白標自体が客観的なものとなっていないことが，実態調
査により明らかになったからであるO この事態を改善するためにどうしたらよいか， これがオノレロ
フの出発点であった。
オノレロフは，ここであげた論文が出る 1年前に，同掲載誌に「校長の経営活動における国難さの
研究jと題する論文を発表している(1982年第 2号〉。ここで，オルロフは被調査者の校長の90.5
領まで、が，長期のスパンで経営目標を設定する場合や，戦略的な意思決定をする時に鴎難を体験し
ているとのデータを示しているが， こうしたデータもオルロフをして「目標による管理jの導入に
積極的たらしめた理由であるO
ところで，アメリカや日本においては「呂標による管理jというのは， i:組織における人間jの問
題に注目し，組織自標を達成するうえで，実現しうる業務目標と計画を各人のイニシアティヴにお
いて作るとしづ方法であり，業務に対する意欲・積極性を活用することにより経営の効率を高めよ
うとする経営の理念，手法と考えられているものであるO さらに，組織をとりまく変化にあわせて，
適宣， 目標を修正，変化させることによって環境変化に対応させようとしづ考えであり，手法であ
るO このうち，わが留の学校経営論においては，各人の自己実現の欲求に注目して，それを満たし
ていくことを経営の理念，経営の手法をする傾向が強いようである(伊藤和衛著『教育課程の目標
管理~ 1978年，明治図書〉
オノレロフの場合， 自己実現の欲求としう側面に対してよりは，全体目擦を各人のレベノレで、の個別
目標に分解し，その全体と部分における目標とその実現の体系という合理性に「目標による管理j
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の意義を求めているようである。しかも， 目標は各人がそれぞれの条件において達成できるもので
なければならないし， したがって目標は評価基準でもなければならなし、から，評価可能であること
が要求される。
ソビエトの管理論のなかには， I目標による管理jのもっている合理性に注目しこれを評価iす
る傾向がみられる(グピシアニ著，岩尾裕純監訳『組織と管理j]1975年， ミネノレヴァ書房。オリジ
ナノレは1972年〉。それは，かつて?テ fラーの科学的管理法を評価し，企業組織に導入した時の立場
(し、かに利用できるかとしづ立場〉と大へん類似している O その合理性というべきものとしては，
いくつか考えられるが， I目標樹形図 J(目僚の設定〉と呂標達成のためのプログラムが桜心とな
る。これらについて，すでに説明しているのでくり返すことはしなし、。なお， I自標樹形図jの意
義については，一一般管理論では広く承認するところであるO たとえば， グビジアニ著『組織と管理』
(1972年)， ジャヴァドフ編『管理の組織j](1979年 λ オマロフ著『社会的管理一理論と実践に
おける若干の問題-j] (1980年 λ 『ソ連邦共産党第26自大会資料集j](1981年〉。かといって，
「組織における人間jの問題が管理論の関心の外にあるとか，それを軽視しているとし、うわけで、は
ない。グピシアニは，管理の科学性について， I管理の科学性は，なによりもまず，客観的な経済
法則の知識それが具体的にあらわれてくる形態の研究にもとづいた生産の指導を前提としてしゐ。
つまり，それは個人的経験や直感にのみフたよっていてはならないものであるO 管理の科学性は，複
雑な経済的@社会的有機体としての生産企業の活動の，全面的で包括的な研究を必要とする jと述
べたことにおか、て次のように指摘するo I管理の問題範囲は，経済的 8工学的@技術的問題だけに
かぎってはならなし、。管理~程の社会学的 a 心理学的側面をも考慮することが必要であるo ~組織
における人間 Jの問題は，組織と管理の科学的な理論の研究で特別な位霞を占めなければならないj
(グピシプニ著，前掲書 243頁〉というように，人間の問題に関する研究の固有性を指摘しているO
それでもなお，技術的合理性が「自標による管理jの優秀性として理解されていることは確かな
ようであるO
資本制企業組織において，人間の問題が組織活動や業務活動への人間行動のmoti vationとして
語られ，それに注呂した管理論が生まれてくるのは歴史的には一定の必然、性があった。それに対し
て，社会主義的企業組織において人間の問題は，本来，存在しょうがないというように理解されが
ちであった。ソビエトにおける管理論のなかで1 I組織における人間jの問題への関心が薄かった
のは故なしとしなし、。組織を社会組織なり人間の組織と考えることが少なかったのであるO グピシ
アニのように， I組織における人間jの問題を管理論のひとつの重要な分野と理解するようになっ
たのは比較的最近のことであったといえるO
学校経営論で，人間の問題への関心はさらにおくれているO もしくは未だ関心の外にあるといっ
てよし、かもしれなし、。確かに，オノレ Iコフは， I学校における目標は，学校の必要から作られるもの
でなければならないし，また，教師集団，生徒集団の力量に応じたものでなければならなしづ(55 
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頁〉と述べてはいるが，ここではやはり，教師が全体目標を部分自標において¥_，、かに効果的に達成
するかという観点が支配的であって，教師自身がその目標にどのような満足感を持ち，また， 目標
の達成過程においてどのような人間的な要素が介在するかということはi謁心の外に置かれていると
いってよいかもしれなし、。ここ 10数年における学校経営論のなかで広くみられる教育労働の科学的
組織化， システムズ・アプローチ，最適化論，総合的方法などにおいてもそうなのである。
人間関係や，仕事における満足・自己実現という観点は，オルロフの「呂擦による管理jをはじ
め，上記の学K't韮営論のなかには霞接にはなし、。これらの観点は，資本制企業組織にあっては，労
働と経営が基本的に別な人によって担われて 7 両者ーが融合する関係が基本的に存在しないという認
識のなかからでてくるものである。
ソピ‘エトの学校で，その意思を形成する場合の原則は，他の企業組織体がそうであるように，
「協議はいっしょに，責任は単独にJ(レーニン〉という合議制と単独責任制の結合であるo r国
民教育基本法jではこのことについて，学校を指導する者は校長であり，その指導は，教職員集部
と社会団体に依拠して行なわれる J(第 10;条〉と定めてしる。後段の合議制の組織は教育協議会と
いわれるもので，ここのなかに教職員は教師として，組合員として，さらに党員としてさまざまな
形で学校の運営に参加するシステムがとられている。
こうしたソピエト的学4気霊営方式は，人間の問題を解決済みとして理解する思考パターンを形成
する条件となってLるO したがって，オルロフが人間の問題を学校経営論において，とくにとりあ
げていないのは当然であるともいえるのである O
人間の問題は存在しないことが理念レベノレ，システムレベルでいわれるものの， ソビMエト企業に
は，実際には楽観的な見方が許されない事態も生まれてきているO 労働意欲の減退，生産性の低下，
組織における官僚主義(ことなかれ主義〉の横行などであるo 1960年代に行なわれた経済改革は，
企業にもっと多くの当事者能力をもたせ，独立採算制-経営の自主性の拡大によって，これらの事
態を改善していこうとするものであった。それだけにとどまらず，最近では，人間の問題への関心
が~，、っそう強まってきたように思われるO
学校にこのような事態があるとは開いていないし， また関係文献・雑誌のなかにも述べられてい
ない。なぜそうなのかを知る手がかりはもちあわせていないが，学校は企業体と比較して，そこに
働く教職員が少なし、小社会であり，教職員のあいだのつながり，結合がおのずと生まれやすいから
かもしれなし、。学校において問題とされるのは，そこに期待された任務をどのように達成するかと
いうことであり，そのための実践方法なのである。オノレロフの「目標による管理jのなかに人間の
問題が直接に意識されていないのは， このためで、あろう。アメリカやわが国の「目標による管理j
は，組織目標の達成と， 目標達成における従業員の主体的な関与と人間的な協調，つまり，仕事に
おける自己実現，満足を同時的に，かつ調和的に実現しようとするものであることを考えると，オ
ルロフの「目標による管理jは，その動機において，そして経営システムにおいてわが国のものと
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は呉なっているといわざるをえない口教育計画の効果的?合埋的達成のための実現可能な活動自擦
を設定し?その自擦による学校活動を評価するシステムをっくり出すことが動機であったのであり?
教職員の意欲とか満足とかという側面は関心の外にあったのである。
ソビエトにおいては，学校の活動計画と学校活動の評価活動は，学校経営の中心的な活動であり，
ひじように力を入れられているものであるし，また，行政当局からも，そうあることが期待されて
いるものである。活動を実施可能なものに作ること，そのための実施上のめやす@基準(評価基準〉
を設定し，それにもとづいて活動を点検することが大切な作業とされるのはそのためで、ある。
ところで， ソヒ、、エトにおいて評価基準は，活動計画と密接な関係のもとに作られる。し斗、計画を
立てること，つまり，教育の現代的課題を実現可能なように，その実施計画を立てることが，評価
活動を効果的なものにし，充実したものにするo i網状計画J CeTeBOe nλaHHpOBaHHe の試
みは，これにあたる。そこでは，教授要iヨに準拠しながら，単元ごとに教師の活動のはじめとおわ
りの期日が示され，各単元では，生徒の具体的な知識，能力，さらに習熟の形成をめざした最も重
要な教授過程の段階がはっきりと定められるo i網状計画jとは，教授過程をたえず，かつ，継続
的に点検するためのものであって，これによって，教授過程の夕、イナミックスと効果，知識・能力
e習熟のほんとうのレベノレ，発達のレベノレとテンポ，そして学習における各生徒の進歩を知ること
ができるとされている(コルマコス クージン編『ソ連邦共産党第26回大会とソ連邦における国民
教育の発展j)229頁， 1982年〉。
活動計画化と評価活動は，教育活動を中心として行なわれるものであるが?このうち評価活動
は，視学，学校指導者(校長，副校長等〉が授業を参観して，生徒の学力と行動の様子を調べると
いう方法を特にしながら，関連することがらに関する点検，評価が行なわれるO この意味で，評価
活動はきわめて具体的であるO このことから，評価を行なう側からも，また，される側からも評価
基準が具体的で測定可能なものであることが要求されるO 評価基準が，国レベノレで設定されている
性)
のもこのことと無関係ではなし、。
社会主義社会においては，すべての活動部門(教育@文化，経済など〉において，国家の策定し
た計画〈ふつう， 5ヶ年計画としてある〉は，部門の目標として絶対的なものであるO そして，各
部門の企業・機関に出家から期待された課題(ノルマ〉をどのようにして効率的に達成するかが要
求される。ここで、は?おのずとフ計画の達成はどうであるかということが重視され?達成度を知る
ための評価活動が活発となるわけである O
学校という教育機関でもまったく向様であり，そこにおける活動評価のあり方が追求されるわけ
であるO 学校の活動評価の方法として「百標による管理jが注目されてくるのは当然であったとい
わねばならなし、。
このように，オノレロフの「目標による管理Jが人間の問題を関心の外に置いているのは，現在の
ソヒーェト企業の抱える問題が学校組織のなかには表立った形で存在しなし、? もしくは存在しないと
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考えていることから，その必要がないと認識されているからであろう。つまり?人間の問題が国有な
ものとして表面化せず，それへの配慮も必要がないということからくるものであろう。オルロフの
「邑擦による管理jは，あくまでも仕事の論理の延長として存在するものであり，その意味で仕事
の合理性を追求する経営の理念であり，手法であるといえる O そこでは，組織目的が圧倒的な大き
さで教職員の個々の活動を方向づけ，教職員の活動における創意，イニシアティブがその大きさの
前に発揮しえないという事態，し、し、かえれば活動のヒエラルキーが援先する事態も生まれかねなし、。
こうした可能性が「目標による管理jをおしすすめる過程に生まれはしないか，ということが問題
とされねばならなし、。しかし，この側面は，合議申jにもとづいて学校を運営するとしづ原則が存在
することによって克服しうることであろうと思われる O 少なくとも理論的にはそう忠われるO ただ，
中央レベノレで、の計画，つまり当該機関に期待される計画(ノルマ〉が学校の実態を無視してその実
現を強制する懸念が現実となっている面のあることも確かである。
的以下，評価基準を示す。
「普通教育学校の活動の評価基準J(ソ連邦教育省協議会承認， 1982年 4月16日付〉
我が国の学校は，若い世代を共産主義精神において育て，国民経済において積極的に活躍するよ
う準備するとしみ重要な社会的機能を果たしているO 第26@ソ連邦共産党大会は，その決定の中で，
学校における教授と道徳教育の質の向上，教師と生徒の活動結果の評価における形式主義の排除，
教育と生活，共産主義建設の実践との結合の強化，そして，生徒を社会に有用な労働に対して準備
させることの改善の必要性を強調した。
普通教育学校の活動を客観的に評価するというねらいは，教育集団と生徒集屈が共産党とソピ‘エ
ト政府の決定が提起した青少年の教授と訓育に関するすべての要求を，いっそう完全に達成するこ
とにあるO そのような評価は，教授-g)rl育活動の状況とその結果の厳密な分析によってのみ可能と
なるO
だが，それと同時に，個々の場合をみると，学校の活動が今でもなお，ある一つの指標，たとえ
ば，学力とか，何が行なわれたかの数によって評価され，それを基にその学校の活動についての結
論を引き出しているO このようなやり方は，一連の望ましくない結果を生み，また評価の故意の水
増しを正当化し，さらに学校活動において重要な訓育的な要因や，その他の要因の意義を低下させ，
そして教師の創造的な探求を深化させるための条件をつくり，統ーした教育要求を遵守し，学校・
家庭・社会が協働することを，それぞれ不可能にしているO
ソ連邦教育省は，留民教育行政機関に対し，学校活動を評価する際に教授 a言1育過程とその結果
を深く，かつ全面的に分析することの必要性に対して注意を払うように促し，以下の基本的指標に
従うことを勧告するO
?
?
? ?
1 青年の義務普通中等教育に関する法令の遂行
就学該当の子どもたちを完全に就学させることo 8年制教育の適時の修了。普通教育のための条
件』一校舎の状態，学校付設寄宿舎の存在，子どもたちの送迎，共同給食，涯師による子どもたち
の健康管理。
8年制学校最上級生のすべてが，第 9 • 10学年，職業技術学校，中等専門学校に進学すること O
彼らが中等教育を適時に修了することO
職業教育活動の組織。 高等教育機関，中等専門学校，職業技術学校における教育のために，最上
級生を物質的生産分野に合理的に配置することO
2 生徒と最上級生の百1育の水準。学校における思想的，訓育的活動の状態。
生徒の全面的発達を保障し勧告「生徒の標準教育内容jに従って，思想一政治教育，道徳、教
育，労働教育，愛届心教育，国際理解教育，体育そして芸術教育を統合することにより，生徒に積
極的な市民性を育成することを保障する訓育活動のシステムが存在すること。生徒集団の組織と団
結，即ち， ピオネールとコムソモーノレ組織の指導的役割。 r中等普通教育学校規則jと「生徒規則J
の要求の実現。集団や生徒自治機関における自主活動の原則の発展。興味に応じてつくられたグル
ープのなかで，すべての生徒を社会から要請された課題や系統的に行なう課題に参加させることO
夏休みの労働作業を含む社会に有益な労働活動への学童の参加。労働教育のシステムが存在するこ
とO 法の教育。学童の法律違反の事実がないこと O
3 科学の基礎の学習水準
教科プランと教授要自の実施， fl¥]ち，教授要目に定められた生徒の実習，実験，遠足，生徒実習
にi認する教授要自の実施。教育的，発展的教授の原則が一貫して実現されていること。最も重要な
論理:的，世界観的概念の生徒による習得。教授要自に定められている B.N. レーニンの著作， ソ
連邦共産党の文書に関する知識。階級的立場から，事実や現象を理解し，獲得した知識を実践に応
用する能力O 生徒の認識一一関心の発達の度合，つまり自主的学習習慣の獲得。生徒の知識，能力，
習熟の質。授業の教授上，言1育上の役割。最も合理的な教育方法，手段9 形態についての教師の選
択。教授とwl育の過程ほおける生徒に対ーする多様なアプローチO 選択学習やサークノレ学習の状態と
編成。オリンピアード，技術的創造サークノレ，農業実験サークノレへの生徒の参加。図書館や特別教
室の存在とそこでの教授設備と参考書の配備。教科書や他の書物の存庫状況O
4 学校の教育集団の活動の水準
学校活動の計画立案と合理的組織。教職員の労働規律の状態。教師の活動のための適切な条件の
整備。労働の科学的組織と教育科学の成果の学校の実践への定着。先駆的試みの普及。教師集団の
結束。校内コントローノレの組織化， t!1Jち，教師の活動システムの研究，学校職員への実践的な援助，
明らかとなった欠陥を除去する方策O 教師に対するマルクスレーニン主義教育。教師，学級担任教
師，生活指導教師の資質の向上と教育技能向上のための活動の効果。学校における教授法研究活
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動の状態。教師の自己学習の組織。授業の特別教室システムの組織。コムソモーノレ組織， ピオネー
ノレ組織及び、生徒の自治組織に援助を与え，生徒の集団生活におけるそれらの役割を高めること。学
校と肉親，援助機関との協{動。生徒の自由時間を組織するために社会団体を引き入れる際の教育集
団の活動。教育学的知識の宣伝。
上記の指標は，学校活動の評価の基本となる基準であり，学校の活動を分析するにあたって従わ
ねばならなし、。
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